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④－１　協議記録【国際協力事業団ホンデュラス事務所】

国際協力事業団ホンデュラス事務所

日時： ３月 22日（水）　午後３時～４時半

場所： 国際協力事業団ホンデュラス事務所　会議室

参加者：安藤次長、丹原所員、高田所員

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） 安藤次長より、看護研修研究センターが現地国内研修を行っており（当時、朝倉専門家が派遣

中）、本プロジェクトとの協調を期待する旨を表明。

2） 建野団長より、今回の調査団の目的、公衆衛生プロジェクトとしてある程度幅広くする必要

があることが述べられ、後方支援機関としての医療センターもできるだけのサポートする旨

を表明。

3） 仲佐団員より、プロジェクトの概略として、前回からの変わった点についての説明（上位目標

を妊産婦死亡率の減少からリプロダクティブヘルスの向上に、また、７つあった成果を、①

医療施設でのリプロダクティブヘルスのサービスの向上、②これをサポートする保健地域事

務所機能の向上、③医療を受ける側のコミュニティならびに市町村へのプログラム、④これ

らの３つの成果を遂げるための情報システムの確立の４つの成果にまとめたこと）、ならびに

プロジェクト実施のための２種類の委員会（保健省の重要な人を含めた合同調整委員会、第７

保健地域事務所の実施委員会）についての説明が行われた。

4） 本プロジェクトに関連して、ＪＩＣＡの無償資金協力（井戸掘り）や青年海外協力隊との補完

的な協調についても協議された。

5） ホンデュラス政府ならびに国連機関の活動として、ホンデュラス教育省による、オランチョ

県における教育イニシアティブ、ＦＡＯの農村プロジェクトについて紹介された。

決定事項ならびに方針：

1） Ｒ／Ｄ（討議議事録）のホンデュラス側の署名は、保健大臣に求めること。

2） サン・フランシスコ病院における機材に関しては、プロジェクト方式技術協力の機材費を中

心に考えるが、他の方策（無償資金協力関係）も引き続き努力する。

3） 協議調査団主催による夕食会予定。（署名後、３月 28日）
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④－２　協議記録【在ホンデュラス日本大使館（表敬訪問）】

在ホンデュラス日本大使館（表敬訪問）

日時： ３月 23日（木）　午後２時半～３時半

場所： 日本大使館　大使室

参加者：伊藤大使、山内書記官

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、安藤次長

内容：

1） 建野団長より調査団の目的を、仲佐団員よりプロジェクト内容の概略を説明。

2） 大使より、現在、ホンデュラスでのドナー会議でも地方分権がよく言われており、本プロジェ

クトの成果のなかにも含まれていることが望ましい旨の発言あり。

3） Ｒ／Ｄを行うときにプレスリリースを行ってはどうかとの提言あり、実施する方向で検討。

内容に関しては、技術的な細かいことより、わかりやすく簡潔に説明できていることが必要。

4） ＵＳＡＩＤとの協調が具体的にできれば望ましいとのこと。本プロジェクトでもＵＳＡＩＤ

による救急車の供与、日本側がそれらを使っての技術協力を予定しており、日米協調の例に

なるかもしれない。

5） サン・フランシスコ病院の機材更新（無償資金協力）に関しては、本省に要請を出しているも

のの返答ないが、何らかの形でサポートできたらと考えている。
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④－３　協議記録【国際協力庁（ＳＥＴＣＯ）】

国際協力庁（ＳＥＴＣＯ）

日時： ３月 23日（木）　午前９時～９時 30分

場所： ＳＥＴＣＯ

参加者：Guadalupe Pacheco次官

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、丹原所員

内容：

1） 建野団長より、調査団の目的の説明があり、ＳＥＴＣＯに対して、本プロジェクトへの支援

を要請。

2） ホンデュラス側より、以前からの経緯もあり、重要性を認識しており、積極的に協力してい

くつもりであるとのコメントがされた。

3） 本プロジェクトには関心も強く、Ｒ／Ｄの署名に関してＳＥＴＣＯの大臣も同席したいとの

希望が述べられた。これに関し、丹原所員より、ＪＩＣＡとしては問題ないが保健省の意向

を確かめたい旨コメントした。

決定事項ならびに方針：

1） 保健省の次官との協議のときにＳＥＴＣＯの大臣の同席についての意見を聞き、決定する。

2） ＪＩＣＡより、Ｒ／Ｄの署名へのＳＥＴＣＯの大臣について連絡をする。
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④－４　協議記録【保健省】

保健省

日時： ３月 23日（木）　午前 10時～ 11時

場所： 保健省　次官室

参加者：Victor Melendez医療サービスネットワーク局次官

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、丹原所員

内容：

1） 調査団よりＲ／Ｄ、ＴＳＩ、Ｍ／Ｍのドラフトを呈示し、次週の合同調整委員会までに検討

することで合意。

2） 合同調整委員会のメンバーとしては、保健大臣の代理としての同次官ならびに母子保健局長、

リプロダクティブヘルス担当らの名前があがっており、リストも後に渡すとのこと。

3）　短期調査時に要検討事項とされたプロジェクトの選任のカウンターパートについては、第７

保健事務所の疫学部の女性を当てる意向。

4） 医療スタッフの増員に関しては、産婦人科の専門医を１名、サン・フランシスコ病院へ新し

く配置し、母子クリニックの看護婦らも配置を予定。

5） 次週の協議の予定として３月 27日午後に合同調整委員会を開催し、同 28日 10時に大臣との

署名予定とし、それまでに内容を検討することで合意。

6） 現在の保健事務所に隣接して人材養成センターを建設することは承知しており、問題はない

とのこと。

7） 電話の敷設については、現在も保健事務所に入っており、増設することは問題ないであろう

とのこと（国際電話に関しては確認必要）。

決定事項ならびに方針：

　３月 27日午後に合同調整委員会、同 28日 10時に大臣との署名。
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④－５　協議記録【米国国際開発庁（ＵＳＡＩＤ）】

米国国際開発庁（ＵＳＡＩＤ）

日時： 3月 23日（木）　午後４時～５時

場所： ＵＳＡＩＤ事務所

参加者：John Rogosch、Meri Sinnitt

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、安藤次長

内容：

1） 建野団長より、調査団の目的とＵＳＡＩＤと協力していきたい旨を説明。

2） 仲佐団員より、プロジェクトの概略を説明。

3） ＵＳＡＩＤより、オランチョ県では AS H O N P L A F A という避妊手術等を行うクリニックと

PERDISANというＮＧＯの２つぐらいの活動しかないが、協力して行っていきたい旨表明され

た。

4） ＪＩＣＡのリプロダクティブへルスプロジェクトに関してＵＳＡＩＤが他の地域で行ってい

るプロジェクトの重要なポイントも含まれており、プロジェクトの内容としては興味深い。

5） 家族計画のコンポーネントに関して、含まれていないのかとの質問に対しては、項目として

は含まれないが、問題解決能力の改善という一環のなかで家族計画も含まれてくることもあ

る。

6） 全国的なハリケーンミッチの復興の一環でオランチョ県にも救急車を供与予定である。

7） ６月にリプロダクティブヘルスのＩＥＣに関しての全国レベルのワークショップがジョンズ

ホプキンス人口センターのサポートで行われるとのこと。ＪＩＣＡのプロジェクトもリプロ

ダクティブヘルスのプロジェクトであり、オランチョ県からも参加者があると思うとのこと。
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④－６　協議記録【国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）】

国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）

日時： ３月 23日（木）　午後５時～６時

場所： ＵＮＦＰＡ事務所

参加者：Cecilia Maurante、その他 4名

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） 建野団長より、調査団の目的とＵＮＦＰＡと協力していきたい旨を説明。

2） 仲佐団員より、プロジェクト内容が説明された。

3） ＵＮＦＰＡとしては、現在十分な予算がなく、オランチョ県では、ＪＩＣＡが実施すること

以外の協力を実施し、相互補完的な効果をあげたい旨が表明された。

4） 1999年度の活動に関してはＵＮＦＰＡの年次報告書の提供を受けることで合意。

5） オランチョ県では地理的にアクセスが難しいのではないかというＵＮＦＰＡの質問に対して、

レファラルに関しては、まずサン・フランシスコ病院と 4つの母子クリニック間のレファラ

ルシステムの確立をめざしており、一次医療施設からのアクセスは次の段階の問題と考えて

いる旨説明。

6） ＵＮＦＰＡより本プロジェクトの子宮ガン対策の取り組みの有無について質問があったが、

プロジェクトとしては、予防可能な妊産婦死亡のほうがオランチョ県ではより優先度が高い

問題と判断しており、子宮ガンについては次の段階で対処すべき問題であると考えている旨

説明。

7） プロジェクトを実施することによる需要の増加に対しての対策についてのＵＮＦＰＡの質問

に対し、本プロジェクトでは、目的を准看護婦らの問題解決能力の向上をめざし、その向上

により、人数を増やさなくても需要の増加に対応できると考えている旨説明。

8） ＵＮＦＰＡでも昨年より、ログフレームを使い、指標ならびに評価に力を入れており、参考

にしてほしいとのコメントあり。
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④－７　協議記録【保健省看護研修研究センター】

保健省看護研修研究センター

日時： ３月 23日（木）　午後６時～７時

場所： 保健省看護研修研究センター

参加者：Lilliana Mejia所長、Rosa Argenal職員

朝倉正子短期専門家（看護教育強化プロジェクトアフターケア）

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） 建野団長より、ＪＩＣＡが４月より、オランチョ県にてリプロダクティブヘルスプロジェク

トを実施することを説明し、看護研修研究センターの協力を要請。

2） 仲佐団員より、プロジェクト活動としての准看護婦や伝統的産婆らのリフレッシャートレー

ニングを中心として説明。

3） Lilliana所長より、同センターでは、これまで、さまざまな研修を実施し、准看護婦 150名、

看護婦 25名、医師 5名らとワークショップを実施してきており、准看護婦のリフレッシャー

コースならびに養成、伝統的産婆に対する教育の教材やトレーナーの提供が可能であること、

また特に、自分たちが日本の技術協力により多くの自信を得たことから他のプロジェクトに

も貢献したいとの意欲が表明された。

4） 建野団長より、日本の技術協力の経験者として日本人専門家とのコミュニケーションに関し

てオランチョの人々へアドバイスしてほしいとの依頼がされたが、これに対して、Lilliana

所長からは、自分たちの経験をオランチョの人々にも教え、プロジェクトの円滑な実施に協

力していくつもりであるとのこと。

5） Lilliana所長の聞いた話によると、短期調査時に調査チームと働いたオランチョ県のワーキ

ングチームのメンバーは、その調査に満足しており、自分たちが何をしなくてはいけないか

が理解できた様子であるとのこと。

6） 当センターの現況についてだが、年１回開かれる全国組織の委員会をつくり、そこでさまざ

まなことを検討し、国としての方針を決定している。自分たちが作ったテキストは、医学生

などにも利用されている。

7） 建野団長より、テキストの作製に関しホンデュラスの実情に合ったものを作製してほしいと

のコメント。これに対して、毎年見直しを行うとともに教師にもレベルにあった指導方法を

教えており、わかりやすく、使いやすいものを作り、効率的に吸収できるような教育を心が

けている旨回答。
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④－８　協議記録【保健省第７保健地域事務所　１】

保健省第７保健地域事務所　１

日時： ３月 24日（金）　午前 10時 45分～ 11時 30分

場所： 保健省第７保健地域事務所　会議室

参加者：Hector Escoto 所長、Abel Cerratoサン・フランシスコ病院長 ,　Eda Calix疫学部職

員、Reina Flores疫学部職員、Alba Figueroa医師

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） 建野団長より調査団の目的を説明。

2） Escoto所長より、これまでの間でプロジェクトとしていろいろ準備をしているとのコメント

があり、それは以下のようなものである。

3） ４つの保健地区長との協議をし、本プロジェクトに備えているとのこと。

4） サン・フランシスコ病院では、２回会議を行い、最初は病院全体で各科の長との会議で、次

に中心メンバーである、産婦人科医、産婦人科関係の看護婦らとの協議を行い、本プロジェ

クトの目的等を話し合ったとのこと。

5） プロジェクト用の電話のラインの確保については、電話公社（Hondutel）に申請中。

6） 第７保健地域事務所に隣接して人材養成センターの建設する場所ならびに大きさについては

検討しており、後に現場視察予定。

7） 専門家の通訳に関しては、テグシガルパ等で見つける必要があり、簡単ではない。

8） 建野団長より、専門家の語学に関してはできるだけ専門家がスペイン語をできるようにした

い。また、現地側もそれに協力し、長い眼で見てほしい。

9） 専門家の宿舎に関しても２～３カ所候補地を探してあるので、時間があるときに視察をして

はどうか。
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④－９　協議記録【保健省第７保健地域事務所　２】

保健省第７保健地域事務所　２

日時： ３月 25日（土）　午前８時 30分～ 11時 30分

場所： 保健省第７保健地域事務所　会議室

参加者：Hector Escoto所長、Abel Cerratoサン・フランシスコ病院長 ,　Eda Calix疫学部職

員、Reina Flores疫学部職員、Alba Figueroa医師

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） Ｒ／Ｄのホンデュラス側が果たすべき項目に関し、専門家の宿舎や旅費の負担、プロジェク

ト経費の負担について、これらを実施するためには第７保健地域の予算も組みなおす必要が

あり、簡単ではないとのコメントがあった。

2） 日本側より、現実的には日本人専門家の費用（宿舎、日当・旅費等）、プロジェクトの経費の

かなりの部分は日本側が負担することになる旨説明。他方、ホンデュラス側の出張に対して

は、ホンデュラス側で対処の必要がある旨の説明がされた。

3） プロジェクトの内容に関しては、ほぼドラフトどおりであったが、一部情報システムの部分

に追加があった。

4） サン・フランシスコ病院のリプロダクティブセンターに関しては、新しく建物を作ったり、人

材を増やすのではなく、機能を分離し、リプロダクティブヘルスセンターとするという意味

であることが確認された。

5） 日本側専門家の項目でサン・フランシスコ病院の麻酔科の専門家についての要望があったが、

現時点でカウンターパートとなるべき麻酔医がホンデュラス側におらず、対象としては麻酔

助手となることから対応すべき項目とは位置づけにくく、ある程度条件がそろった時点で考

慮することが説明された。

6） ホンデュラス側のカウンターパートとして、産婦人科医、小児科医が追加された。

7） 合同調整委員会のメンバーに関しては、３月27日の合同調整委員会のときに正しい役職等を

確認するとのこと。

8） 実施委員会のメンバーへの追加メンバーとして、サン・フランシスコ病院の統計科長、検査

科長、リプロダクティブヘルスセンター長（今回、新しく増員された産婦人科医）が提案され、

これを加える方向となった。
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④－ 10　協議記録【合同調整委員会】

合同調整委員会

日時： ３月 27日（月）　午後２時 15分～４時 15分

場所： 保健省　会議室

参加者：Victor Melendez医療サービスネットワーク局次官、Ivo Flores母子保健局女性ケア部

長、Jorge　Medina 人材資源開発部長、Ronis Omar Pachecos営繕局長、Lesbia　Mejia

PRONASSA職員、Fernando Griffin契約部長

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、丹原所員

内容：

1） Ｒ／Ｄ本文の部分の協議に関して、岡村団員より説明がされた。

2） ホンデュラス側負担と記してある日本人専門家の手当て、宿舎等は履行困難との申し出が

あった。

3） これに対して建野団長より、この部分に関しては、多くのプロジェクトで問題になるところ

であり、実際には日本側が負担しているところが多く、ホンデュラスでも日本側負担予定で

ある旨説明。

4） 次官より国内法で認めていない点から、この項目を入れて署名しても、負担せずにいても問

題はないとの認識をもっているとのコメント。

5） ホンデュラス側の供与機材車両の手続きに関する質問に対しては、ＪＩＣＡ事務所が行う旨

回答。

6） 電話の敷設に関しては、Ｒ／Ｄ文書Annex６のとおり、ホンデュラス側が実施することになっ

ているが、電話公社への申請に関しては、本Ｒ／Ｄ文書ならびにＪＩＣＡ事務所からの要請

文書をつけ、特別措置をとってもらう必要がある。

7） 建野団長からも、日本政府としては派遣専門家の安全確保の面からも電話の敷設に関しての

特別の配慮の要請がされ、ホンデュラス側も同意した。

8） プロジェクトの内容は、第７保健地域事務所長より説明がなされた。

9） 最初の半年間の間に、関係専門家が派遣され、詳細な活動計画ならびに指標の同定のための

活動を行い、10月末にワークショップを予定。

10）成果３の安全な性に関しては、表現を「人々、特に青少年へのリプロダクティブヘルスの対

応」に変更する。

11）人材資源開発部長からの初年度の派遣計画において看護専門家が多い理由に関しての質問に
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対して、仲佐団員より、本プロジェクトにおいての看護分野の要素が多いこと、短期専門家

は、助産技術に特化していることの説明がなされた。

12）人材資源開発部長より、看護人材の養成に関しては、1990年から 95年に実施された看護教育

強化プロジェクトの中核施設の看護研修研究センターがあり、連携を図る必要があるのでは

ないかとのコメントがされた。

13）建野団長より、看護教育強化プロジェクトは日本でも高く評価されており、すでに看護研修

研究センターを訪れ、協力を依頼している。また、仲佐団員より、プロジェクトにおいては、

教育者として同センターの人材に協力を求め、実際の教育の実施の現場におけるフォロー

アップならびに評価を行い、看護研修研究センターへのフィードバックをしたいとのコメン

ト。

14）建野団長より、合同調整委員会開催が３カ月ごと（通常のプロジェクトでは年1回）だが、こ

れは、本プロジェクトがオランチョ県とテグシガルパから離れていることから本省とのより

密な連携が必要なこと、他の保健地域のモデルとしても適応してほしいとの望みから設定し

たとのコメントがあった。これに対して、Melendez保健次官からも同意のコメントがなされ

た。

15）５カ年の暫定実施計画（ＴＳＩ）ならびにＰＤＭも提示され、同意を得た。

16）基盤整備費による人材養成センターの建築に関しては、営繕局（PRONASSA）が責任をもって進

めていく。13万ドルを超えない予算で対応。

17）各種要請書（Ａ１、Ａ２・３、Ａ４フォーム）の早急な提出を依頼する。

18）署名者は保健大臣、ＳＥＴＣＯ大臣の２名とする（ＳＥＴＣＯ大臣が出席できない場合には、

署名式は保健大臣とのみ行い、後に署名を追加するとのこと）。
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④－ 11　協議記録【米州保健機構（ＰＡＨＯ）】

米州保健機構（ＰＡＨＯ）

日時： ３月 2７日（木）　午後５時～６時

場所： ＰＡＨＯ事務所

参加者：Dr. Miguel Machuca、Dr. Ismael Soriano

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） 建野団長より、ＪＩＣＡが 4月よりオランチョ県にてリプロダクティブヘルスプロジェクト

を実施することにつき、協力を要請。

2） 仲佐団員より、プロジェクト方式技術協力の専門家派遣、研修、機材供与の説明、ならびに

プロジェクト内容の説明を行った。

3） ＰＡＨＯとしても同じ内容のプロジェクトをオランチョ県において５カ月前より実施してい

るとの説明がなされた。ホンデュラスの全国規模のリプロダクティブヘルスのプロジェクト

として、ホンデュラスに保健地区が42地区あるうちの14地区で実施中で、オランチョ県では

サラマのある第３地区と第４地区が対象であるとのこと。具体的な内容としては、情報シス

テムに関して疫学部長（Sofia Calix）の情報関係のセミナー（ジョンズホプキンス大学院の主

催）への派遣、リプロダクティブヘルスのケアの向上に関しての活動を実施しているとのこ

と。社会参加の部分の活動はまだ、始められていない。

4） 双方とも競合しない形で協力してやっていきたい。

5） 仲佐団員が専門家として赴任後、詳細な打合せを行い、オランチョでのプロジェクトを実施

していく方針。

コメント：

昨年、短期調査時には、オランチョ県においてはＰＡＨＯとしては、プロジェクトとしては実

施していないので、日本側の協力を早く実施してほしいとの代表からのコメントであったが、今

回の会議では 5カ月前から協力を始めたとのこと。代表が代わったため昨年からの方針の変更が

あった可能性もある。内容に関しては、具体性に欠ける部分もあることから、Escoto所長と十分

協議し、対処していく必要がある。しかしながら、ＰＡＨＯの予算規模は大きくないことから、オ

ランチョ県では日本側がイニシアティブを取り、ＰＡＨＯの協力を得つつプロジェクトを実施し

ていく予定である。



- 75 -

④－ 12　協議記録【在ホンデュラス日本大使館（報告）】

在ホンデュラス日本大使館（報告）

日時： ３月 28日（火）　午後４時～５時

場所： 日本大使館　大使室

参加者：伊藤大使、山内書記官

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）、安藤次長

内容：

1） 建野団長より、今回の調査団の報告としてＲ／Ｄに関して協議、ホンデュラス側人材配置、プ

ロジェクト基盤整備費による人材養成センターの建設、ＵＳＡＩＤ、ＵＮＦＰＡ、ＰＡＨＯ

との他援助機関との協調、看護研修研究センターとの協調の可能性などが説明された。

2） 大使より、Ｒ／Ｄ上のホンデュラスの義務としての専門家の日当や宿舎の項目に関し、でき

ないことを実際は日本側が負担するからといって署名させることは、望ましくない旨の意見

が示された。

3） ＵＳＡＩＤとの協調に関しては、救急車両等をＵＳＡＩＤが供与し、本プロジェクトにおい

てその運営をしていくことから、日米協調の例として会議等で言及していく旨が述べられた。

4） 建野団長より、安全面から、電話の敷設に関しての特別な配慮を保健省側に要請している旨

が話され、大使館からは、必要あればサポートもするとのこと。

5） 建野団長より、５月以降の専門家派遣に関する大使館の支援が要請された。
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④－ 13　協議記録【討議議事録署名ならびにプレスリリース】

討議議事録署名ならびにプレスリリース

日時： ３月 28日（火）　午前 10時 30分～ 11時

場所： 保健省　大臣室

参加者：Plutarco Castellanos 大臣、Victor Melendez 医療サービスネットワーク局次官、

ＪＩＣＡ安藤次長、丹原職員

調査団（建野団長、仲佐、本田、岡村、福井）

内容：

1） Castellanos大臣、Melendez次官、ＪＩＣＡ安藤次長、丹原職員、調査団の同席のもと、７～

８社の報道陣の前で署名式が行われた。

2） 署名式の冒頭、建野団長より、現地での調査に際し第７保健事務所のみならず保健省にも熱

意が感じられ期待していること、本プロジェクトを地域医療プロジェクトのモデルとしてと

らえていること、プロジェクトの成功のために関係者の強いサポートを求めていること、こ

のプロジェクトが両国のさらなる友好に貢献できること、が述べられた。

3） Melendez次官より、本プロジェクトの説明として、1995年に行われた開発調査に発した第７

保健地域の総合的なモデルプロジェクトであること、内容的に保健医療すべてからリプロダ

クティブヘルスに絞り込んだこと、実施体制も第７保健地域のみならず、保健省としても保

健大臣を代表（代理としては保健次官）とした委員会を構成し、積極的にかかわっていくこと

などが述べられた。

4） 最後に Castellanos大臣より、本プロジェクトが、ハリケーンミッチなどの自然災害などで、

困難な状況にあるホンデュラスにおいて、貧困の低減、地方分権の推進に貢献する内容であ

ること、日本のホンデュラスへの貢献と日本国民に対し感謝が述べられた。

5） 建野団長、Castellanos大臣によるＲ／Ｄへの署名がされる。Corrales国際協力庁大臣の署名

は別席にて行われた。

6） Castellanos大臣、Melendez次官、建野団長が報道陣からの取材を受けた。
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④－ 14　協議記録【青年海外協力隊員　神田妙子氏】

青年海外協力隊員　神田妙子氏

日時： ３月 28日（火）　午後５時～６時

場所： 国際協力事業団ホンデュラス事務所

参加者：神田隊員、丹原所員、調査団（建野団長、仲佐、岡村）

内容：

1） 神田隊員は1999年 12月より、テグシガルパにある医療機材維持センターにおいて勤務してお

り、特に日本からの無償案件の病院の機材の修理・維持の活動を行っている。

2） サン・フランシスコ病院での活動の可能性もあるが、各病院が医療機材維持センターへの要

請を行い、かつ日当を負担することが必要とのこと。

3） 仲佐団員よりサン・フランシスコ病院長へその旨伝えることで合意した。

4） 神田隊員よりサン・フランシスコ病院への青年海外協力隊の派遣を要請してはどうかとの提

案があり、今後の協議事項とした。









目　　　　　　次

短期調査要約 83

Ａ　ホンデュラス国　概況 84～97

Ｂ　ホンデュラス国　第７衛生地域保健総合プロジェクトの経過 98～109

Ｃ　調査内容 110～140

Ｄ　プロジェクトの要約 141～148

Ｅ　今後の方針 149～151

Ｆ　ミニッツ 152～157

Ｇ　面会者リスト 158～159

Ｈ　日程 160～168










































































































































































































































































































	附属資料
	④ 協議記録
	１ 国際協力事業団ホンデュラス事務所
	２ 在ホンデュラス日本大使館（表敬訪問）
	３ 国際協力庁（ＳＥＴＣＯ）
	４ 保健省
	５ 米国国際開発庁（ＵＳＡＩＤ）
	６ 国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）
	７ 保健省看護研修研究センター
	８ 保健省第７保健地域事務所 １
	９ 保健省第７保健地域事務所 ２
	10 合同調整委員会
	11 米州保健機構（ＰＡＨＯ）
	12 在ホンデュラス日本大使館（報告）
	13 討議議事録署名ならびにプレスリリース
	14 青年海外協力隊員 神田妙子氏

	⑤ 短期調査関連資料
	１ ホンデュラス国 第７衛生地域保健総合開発計画短期調査報告書
	目 次
	短期調査要約
	Ａ ホンデュラス国 概況
	Ｂ ホンデュラス国 第７衛生地域保健総合プロジェクトの経過
	Ｃ 調査内容
	Ｄ プロジェクトの要約
	Ｅ 今後の方針
	Ｆ ミニッツ
	Ｇ 面会者リスト
	Ｈ 日程

	２ ホンデュラス第７保健地域リプロダクティブヘルス強化プロジェクト事前短期調査結果





